
バリアフリーガイドブック 
～土浦市のとりくみ～ 

土浦市 



～はじめに～ 

 「バリアフリー」ということばを知っていますか。 

 世の中には、いろいろな人がいます。なかには、自力での移動が困難な

ために車いすを使ったり、目が見えずに白杖で道を確かめながら歩いたり、

耳が聞こえずに手話や筆談をする人たちがいます。また、どんな人であって

も年を取ってくると、若いころと比べて動作が遅れがちになってきます。そ

ういった障害者や、高齢者のような人たちでも、そうでない人たちと同じよ

うに参加し、暮らせる社会にするため、壁となる物や事を取り除いた状態や、

壁を取り除くためのとりくみ。それが、「バリアフリー」なのです。 

土浦駅周辺地区の主なバリアフリー特定事業 
・駅広場の車いす対応の乗降場設置やタクシー乗り場の段差解消、エレベーターの整備 

・公園やモール５０５といった公共施設での多機能トイレの改善や案内看板の設置 

・歩道の段差解消や視覚障害者誘導用ブロックの設置        など 

土浦市のバリアフリー事業 
土浦市では、平成２１年３月に、「土浦市バリアフリー基本構想」を策定しました。こ

れは住民提案制度に基づく、全国初の基本構想です。そのなかで、市内にある土浦駅、

荒川沖駅、神立駅の3つの鉄道駅を中心に重点整備地区を設定し、地区の中にある建物や

公園、それらを結ぶ道路などの、面的なバリアフリー化を進めることになりました。続

く平成２２年３月には、「土浦市バリアフリー特定事業計画」を策定しました。現在は

特定事業計画中で事業主体や実施期間を具体化した、計１７４の事業を進めています。 

神立駅周辺地区の主なバリアフリー特定事業 
・駅前広場の整備と線路をまたぐ自由通路の整備 

・歩道の段差解消や視覚障害者誘導用ブロックの設置        など 

荒川沖駅周辺地区の主なバリアフリー特定事業 
・駅広場の車いす対応の乗降場設置やタクシー乗り場の段差解消、多機能トイレの改善 

・歩道の段差解消や視覚障害者誘導用ブロックの設置        など 

重点整備地区面積 約96ha 

生活関連経路延長 約3,660ｍ 

重点整備地区面積 約46ha 

生活関連経路延長 約2,520ｍ 

重点整備地区面積 約63ha 

生活関連経路延長 約3,490ｍ 
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車いすやベビーカーを使う人が中で向きを

変えやすいよう、大きめに作ってあったり、

まっ直ぐ入って出られるよう、スル―型の

ものがあります。ボタンは押しやすいよう

に出っ張っていたり、何が書いてあるかさ

わって分かるようになっています。 

誘導用ブロック 

歩道と車道の段差改善 

多機能トイレ 

誘導ブロック 

警告ブロック 

車いす対応乗降場 

エレベーター 

誘導用ブロックは、目の不自由な人が安全

に歩行するためのものです。安全な進行方

向を示す誘導ブロックと、注意や一時停止

を示す警告ブロックがあります。見分けや

すいよう、黄色いものが多いです。 

横断歩道につながる歩道と車道の段差は、

車いすを使う人には小さい方が楽ですが、

目が不自由な人には、大きい方が歩道の境

目を見つけやすいです。土浦市では様々な

障害者と話し合った結果、双方のバランス

を取って誘導用ブロックと併設した上で、

段差の高さを1ｃｍとすることにしました。

市ではこの仕様を「土浦方式」と呼んでい

ます。 

車いすの人が使えるように、出入口や個室

の中を広く、段差をなくしてあります。入

口の扉は取っ手をつけたり、自動だったり

して、開けやすくなっています。人工肛

門・人工膀胱をつけた人（オストメイト）

のための洗い場や、ベビーベッド、外に緊

急を知らせる非常ベル等、いろいろな機能

を備えています。 

側溝のふた 

車いすを使う人が乗り降りしやすいように、

歩道の高さまで路面を持ち上げたり、乗降

場所から歩道までスロープでつないだりし

てあります。車いすを使う人が優先だとわ

かるようになっています。 

周りの路面と同じ高さにして、つまづかな

いようになっています。格子状のふた（グ

レーチング）は、格子を細かくして、白杖

や、車いす・ベビーカーの車輪などがはま

り込まないようになっています。 

タクシー乗り場の段差改善 

車いすを使っている人がタクシーに乗る場

合、一度車道に降りる必要があります。別

の場所から車道に降りなくてもいいように、

タクシー乗り場の段差を緩やかに切り下げ

ています。 

ローカウンター 

車いすに座った人でも手が届くように、カ

ウンターの高さが低くなっています。また、

車いすの足置きが入るように、足元にの奥

行きが広くなっています。 

押しやすいボタン 

さわって分かるボタン 

スル―型のエレベーター 

取っ手付きの扉 オストメイト対応の洗い場 

段差の検証の様子 

まちで見かけるバリアフリー ～もの～ 
まちの中には、いろいろな場所にバリアフリー化されたものが隠れています。 

探してみましょう。 

段差の大きさは・・・ 

ゆるやかな勾配で 

切り下げています。 

段差を通らず 

上がれます。 

足元にスペース 

があります。 

カウンターを 

低くしています。 

段差がなく 

なっています。 
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乗降口側の車高を下げることが出来ます。 

ノンステップバス 
車いすを使う人や、高齢者でもらくに乗り降りできるよう、ノンステップバスの導入が 

進んでいます。 

バリアフリー教室 
障害者や高齢者が本当に必要としていることを理解するためのはじめの一歩として、当事

者の立場を体験してみましょう。土浦市では、平成22年度から毎年バリアフリー教室を

開催し、こころのバリアフリーの推進を図っています。 

まちで見かけるバリアフリー ～のりもの～ 
どんな人でも便利に移動できるのが、鉄道やバス、タクシーなどの公共交通機関 

です。快適に乗れるように、様々な工夫が隠されています。 

バリアフリーのとりくみ ～こと～ 
ものをバリアフリー化するだけでなく、困っている人のお手伝いをしよう、役に立

とうという心構えも大切です。困っている人が本当に必要としている手助けを勉強

してみましょう。 

リフト付きタクシー 
お年寄りや車いすを使う人でも乗り込める、リフト付きタクシーの導入が進んでいます。 

高齢者疑似体験 
白内障体験ゴーグルや、サポーターをつけ、階段を

上ったり、ものの見えにくさを体験します。 

鉄道 
車いす用の乗車スペースや、スペースに余裕のあるトイレの導入が進んでいます。 

こころのバリアフリー ～お手伝いのススメ～ 
困っている人がいたら、下のやり方にならって、お手伝いをしてみましょう。 

公共交通体験 
高齢者疑似体験、車いす体験中に、

バスやタクシーの体験も行います。 

車いす体験 
二人一組で車いすを体験し、車いすの特徴や、 

介助の仕方を学びます。 

車いすを使っている人の場合 
 話すときは、しゃがんだりして、なるべく 

 目線を合わせるようにしましょう。 

 疲れていたり、器具の操作のため、返事に 

 時間がかかる場合があります。あせらずに 

 相手の返事を待ちましょう。 

 エレベーターや出入口では、脇によけ、通 

 行路をふさがないようにしましょう。 

 段差を上るときは一声かけてティッピング 

 レバーに足をかけ、ゆっくり体重を加えて 

 前輪を持ちあげます。 

 段差を下りるときは、 

 後ろ向きで後輪から 

 ゆっくりおろします。 

目が不自由な人の場合 
 誘導するときはその人の半歩前に立ち、 

 ひじや肩をつかんでもらい 

 ましょう。 

 「あれ」「そこ」のような 

 言い方ではなく、「目の前 

 ３０ｃｍ」「右に５m」の 

 ように、具体的にわかりや 

 すく説明しましょう。 

耳が不自由な人の場合 
 話しかけるときは、身ぶり手ぶりも交えな 

 がら、相手の視界に入るようにしましょう。 

 聞き取りやすいよう、ゆっくり、はっきり 

 と話すようにしましょう。口の動きを大き 

 く見せるのも効果的です。 

 手話が使えなくても、メモ帳などを用いて 

 筆談や図を描いたりして、相手とコミュニ 

 ケーションをとれないか試してみましょう。 

ティッピングレバー 

力の向き 

車いす用乗車スペース 車両内多機能トイレ 優先席 

車いすで乗車するときは・・・ 
①スロープを引き出します。 ②空気ばねの空気を抜き、車高を下げます。 ③スロープを通って乗ります。 
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